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(１）提案のコンセプト 

 ①資産の名称・概要 
 

  霊峰白山と山麓の文化的景観   － 自然・生業・信仰 － 
 

 秀麗な山容の白山は日本列島のほぼ中央部に位置し、世界有数の豪雪山岳地帯である。ここ

から日本海と太平洋に流れでる手取川、九頭竜川、長良川及び庄川の四つの河川は、日本列島

を横断して長い流域を潤し、山麓や平野部の人々の暮らしを支えている。 

 白山には修験道が盛んになるに伴い数多くの修験者が訪れるようになり、山麓一帯が禅定道

（登山道）を基軸に互いに結ばれた。加賀、越前、美濃の三馬場（宗教拠点）と禅定道筋には

それぞれ寺社や集落が形成され、人、物、情報などが行き交い、山村特有の生活文化が培われ

た。また白山信仰は、三馬場を基点に全国に広まった。 

 このように厳しくも豊かな自然環境の中でたくましく生き続けてきた、白山をめぐる生業と

生活と信仰を表す風景が、希有な形で承継されている。これは日本の山麓の暮らしと信仰を代

表する文化的景観であり、人間と自然との共生を示すものである。 
 
 白山（標高 2,702 メートル）は 10 メートルを超える積雪があり、高山植物の宝庫で、雪解けの頃、

花が一斉に咲き誇る光景は壮観である。またブナなどの巨樹、巨木が繁茂し、植生が非常に豊富で、

カモシカをはじめ熊、イヌワシなどの多彩な動物や鳥類が生息することから、ユネスコの生物圏保

存地域に指定されている。 

  白山信仰の歴史は、奈良時代に「越の大徳」とも呼ばれた泰澄が、養老元(717)年に登頂したこと

に始まるとされる。やがて平安時代になると、自然崇拝の山から神仏習合に彩られた観音の聖地と

仰がれ、「越の白山」とも讃えられて、都びとの憧憬の対象とされた。日本で独自に形成された修

験道の山岳修行の場であり、古代の山頂遺跡や経塚は日本最高所のものである。さらに白山は日本

人の宗教観にも通じる擬死再生の山とされ、神聖な山とされるヒマラヤなど世界の白い山との共通

性がある。また、水の神、農耕の神、漁業の神、オシラサマ（養蚕）などの生業の神としても広く

信仰を集めてきた。  

 平安時代末期以来、登山口にある集落では、信仰の道と生業とが一体となり、登拝者の案内や宿

坊を営み、護符を配布するとともに、木材、養蚕、鉱物採掘、温泉など、豊かな山の恵みを受けて

人々が暮らしてきた。石徹白は薬草などを持ち白山信仰を広めた御師の集落であり、石畳や道標が

かつての美濃禅定道の面影を残す。真壁造りの民家には、仏間とは別に立派な「ハクサンノマ」が

見られ、白山中居神社では五段の神楽が行われるなど、御師の伝統と習俗を色濃く残している。 

 白峰は谷間の河岸段丘上に位置した大集落であり、牛首紬などの機織りなども盛んで、土地利用

の高密度化や高層化が進み、防寒を考慮した大壁造りの町並みを形成している。かつて山麓の村々

を統轄した大庄屋や生活物資を商う豪家の機能を有した巨大な大壁造りの建築物が見られる。これ

は日本の山間集落における自然環境に適応した木造建築物の到達点であり、集落の規模や賑わいの

面でも日本有数である。白峰では今でも白山を開いた泰澄を讃えてカンコ踊りなどが行われている。 

 白山麓には自然地形に制約されて水田のない景観が広がり、室町時代以降、母村の白峰から奥深

く高地へ入り込み、山の斜面を利用して出作り・焼畑が盛んに行われてきた。そこでは東南アジア

の山の神に祈る火入れ儀礼がみられ、アフリカ原産のシコクビエやスウェーデンカブ等の南北の作

物が栽培されている。また、農作業は労働集約的に最も丁寧に行われる点に大きな特色があり、気

象条件等に適合したもので、豪雪山岳地帯の焼畑として、世界でも希有な存在である。 

 越前の白山平泉寺旧境内には日本最大の中世宗教都市遺構が発掘されたが、これは白山信仰の盛

行を象徴するものである。 

 戦国時代以降、白山麓にも白山神の本地仏である阿弥陀仏への信仰が媒介となって急速に真宗が

浸透し、世界史上希有な事例とされる、真宗信仰を基盤に百年間にわたり地域自治を続けた、加賀

一向一揆の最後の砦である鳥越城跡などがある。今も山麓では真宗道場を中心とする信仰生活が営

まれ、濃密な真宗地帯となっている。 

 建築物の面では、大壁造りや真壁造り、合掌造りと様々な伝統的建築物が見られ、民俗芸能の面

でも、能楽の源流である長滝白山神社の「延年の舞」、人形浄瑠璃の古い形態を伝える「でくまわ

し」などが、山村の暮らしの中で演じられ、季節ごとの様々な芸能文化を承け継いできた。これら

は古くから盛んに人々の交流があった証であり、白山麓の自然と生業と信仰が織りなす、希有な文

化的景観である。 


